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******************************************************************************************************** 

第 2 7 2 号 

2014年11月1日 

日 本 気 象 学 会 

関 西 支 部 ニ ュ ー ス 
 

○  関西支部第31期役員の選出 

○  2014年度 関西支部理事会報告 

○  2014年度 関西支部総会および年会報告 

○ 関西支部 第36回 夏季大学報告 

○ 2014年度第１回例会（近畿地区）、 

第 2 回例会（四国地区）、第 3 回例会

（中国地区）について 

○ メールアドレス登録のお願い 

○ 住所変更届のお願い 

○ （公社）日本気象学会入会案内  

 

 

 

*****************************************************

********************************************** 

 

○ 関西支部第31期役員の選出 

日本気象学会関西支部は役員選挙を行い、第 31 期の役員（任期：2014 年 7 月～2016
年6月）を選定しました。また、4名の幹事が指名されました。 
                 （第31期役員）       （新役員の所属） 

常任理事  石岡 圭一   京都大学 
常任理事  大澤 輝夫   神戸大学 
常任理事  上垣内 修   大阪管区気象台 
常任理事  見定 吉信   大阪管区気象台 
常任理事  杉本 悟史   大阪管区気象台 
常任理事  難波 良彰   日本気象予報士会関西支部 
常任理事  向川  均   京都大学 
地区理事（近畿） 井上  進   日本気象協会関西支社 
地区理事（近畿） 花房  真二   大阪管区気象台 
地区理事（中国） 岩田  徹   岡山大学 
地区理事（中国） 三角 幸夫   広島地方気象台 
地区理事（四国） 佐  々 浩司   高知大学 

〒 540-0008 

大阪市中央区大手前4丁目 1-76  

大阪合同庁舎第4号館  

大阪管区気象台内 

日本気象学会関西支部 

振替    00980-5-18318 

TEL     (06) 6949-6143 

FAX     (06) 6944-2121 

ホームページ : 

 http://www.msj-kansai.jp/ 

E-mail: 

ｉｎｆｏ＠ｋａｎｓａｉ．ｍｅｔｓｏｃ．ｏｒ．ｊｐ  

(注：メールアドレスはスパム対策のため全角で記していま

す。メール送信の際には半角で入力してください．) 
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地区理事（四国） 城尾 泰彦   高松地方気象台 

会計監査  高木 次夫   日本気象協会関西支社 

 

幹事   井口 敬雄   京都大学 

幹事   関野 裕功   大阪管区気象台 
幹事   藤原 義寿   大阪管区気象台 
幹事   森永 裕幸   大阪管区気象台 

 

○ 2014年度関西支部理事会報告 

6月 28日 11時から、「エル・おおさか」において、2014年度総会に先立ち理事会が

開かれました。見定常任理事の司会で、午後からの総会を前に、各議題の報告及び審議

が行われました。 
 まず、前項のとおり第31期役員が選

出されたことが報告されました。次に

2013年度の事業報告、収支決算報告、及

び会計監査報告について、続いて2014
年度事業計画案と予算案について各担当

理事が説明しました。第36回夏季大学

は「大気エアロゾル ～大気中を浮遊す

る微粒子～」のテーマで2014年8月23
日（土）に京都市での開催とし、教育活

動の拡充として、夏季大学への高校生の

参加費を無料にすることが承認されました。 
また、支部会員の要望を受け、来年度から例会講演要旨集、年会講演予稿集の電子化を

進めていくことが承認されました。 
 

○ 2014年度 関西支部総会および年会報告 

＜2014年度気象学会関西支部総会＞ 2014. 06.28  13:00～13:50 
総会では、最初に総会成立審査を行い、関野幹事から、役員17名を含む個人会員の

出席者20名、参加票により議決権の代理行使または意思表示を行なった個人会員が281
名で、関西支部通常会員数503名の三分の一を超えており総会が成立する旨、報告があ

りました。続いて、第31期役員が紹介され、上垣内支部長が開会の挨拶を行ないまし

た。 
その後、神戸大学の岩山氏を議長に選出して、議事が進められました。まず、2013年

度の事業報告・収支決算報告・会計監査報告が行われました。続いて2014年度事業計

画案・予算案が審議されました。関西支部理事会から、①2015年秋季大会にむけて当面

は、常任理事・幹事が準備会として対応し、2015年度からは実行委員会を組織して運営

すること、②教育活動の拡充については、中国、四国地区では主に高校生を対象とした

気象講演会やサイエンスカフェを実施し、近畿地区では毎年開催している夏季大学に高

校生の参加費を無料にして促進するほか、教育活動の有効な取組みの調査を進めること、

理事会の様子 
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③近年会員各位から例会講演要旨集、年会講演予稿集の電子媒体化の要望及び会員相互

の利便性を考慮して電子媒体化を図ること、などが提案されました。議題については、

原案どおりすべて賛成多数で承認されました。 
議長解任の後、総会は閉会となりました。 

   
＜2014年度気象学会関西支部年会＞ 2014.06.28  14:00～16:00 
年会には総会出席者の他、研究発表に関係した大学生など 23 名の出席となりました。 
発表題数は昨年同様5題、講演時間20分を確保することができ聴講者にとって解り

やすい年会となりました。 
座長は、前半3題を石岡理事（京都大

学）、後半2題を杉本理事（大阪管区気

象台）が担当しました。衛星輝度温度差

を用いた黄砂を含む雲システムの解析、

2基の隣接した1.3GHzウィンドプロファ

イラレーダーと気象レーダーのデータ比

較による積乱雲の発達および降水の局地

性に対する局地循環の影響に関する研究、

台風に伴って高知県で発生する特異な地

形性降水システム、後半の部では2013

年台風第18号に伴う大雨による宇治川 

の増水、気象庁非静力学モデル(JMANHM）を用いた2012年8月13日から14日に近畿中

部で発生した線状降水帯による大雨の再現実験を大学、高校及び気象台から発表してい

ただき最新の知見が得られたほか、活発な討論をとおして技術交流が図られたなど充実

した年会となりました。 

年会終了後は懇親会が行われ、関西支部の活動・会員数減少についての話などに花が

咲きました。 
 
○ 関西支部 第36回 夏季大学報告 

2014 年 8 月 23 日（土）に、

京都・丹波口駅近くの京都リ

サーチパークサイエンスホー

ルで夏季大学を開催しました。

今回のテーマは「大気エアロ

ゾル ～大気中を浮遊する微

粒子～」で、以下のとおり3
題の講義が行われました。 

年会の光景 
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ここ数年、8月の最終土曜日の開催を続けておりましたが，昨年は台風接近で開催が

危ぶまれたということの反省を生かして今年は一週間早めの開催としました。また、や

はりここ数年、京都駅前のキャンパスプラザ京都での開催を続けておりましたが、今年

は残念ながら講義室が確保できず、京都リサーチパークでの開催になりました。京都駅

前に比べてややアクセスが悪いことも影響したのか、昨年に比べると受講者が若干少な

くなりましたが、それでも73名の参加がありました。 
まず、高橋氏による「大気エアロゾルが地球環境に与える役割を”化学する”」の講

義では、雲の「芯」としてのエアロゾルの役割およびエアロゾルそのものの生成過程や

気候への影響に関して、理論的基礎から丁寧に解説していただきました。特に、液滴の

形成の理解の際に必須となる熱力学の基礎についても分かりやすく説明していただき、

参加者からも「基礎から学べて良かった」という声がありました。 
第2講の岩坂氏による「風が運んで

くるエアロゾル：浮遊化学工場」の講

義では、黄砂研究の歴史および様々な

観測手法、さらには最新のバイオエア

ロゾルの研究などについて、現場での

体験談も含めて楽しく紹介していただ

きました。砂漠・雪中での観測風景や

バイオエアロゾルなど、写真もふんだ

んに取り入れて下さっていて、具体的

なイメージがつかみやすい講義でした。

特に、バイオエアロゾルのお話については、参加者からとても興味深かったとの感想が

多く寄せられました。 
第3講の菅田氏の講義「PM2.5は増えているのか？心配なのか？」では、近年の一大

関心事であるPM2.5について、大気汚染問題の歴史から最新の観測的知見まで詳しく説

明していただき、PM2.5の健康リスクを冷静に判断するための基礎知識を得ることがで

きました。大気汚染問題の歴史やそれに対する法の整備の流れなどについてはなかなか

まとまった話を聞くことができないものだけに非常に貴重な機会であったと思います。

また、日本における大気汚染観測およびそれを受けての数値予測の最新の状況を説明し

ていただき、受講者からとても分かりやすかったと好評でした。 
各講義とも、講師の皆様が分かりやすい説明を心がけて下さったこともあり、質疑応

答も活発で、盛況のうちに終了することができました． 

1 「大気エアロゾルが地球環境に与える役割を”化学する”」  
        高橋けんし氏（京都大学生存圏研究所） 
2 「風が運んでくるエアロゾル：浮遊化学工場」   
        岩坂泰信氏（滋賀県立大学） 
3 「PM2.5は増えているのか？心配なのか？」  
       菅田誠治氏（ (独)国立環境研究所） 
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受講者に対して行ったアンケート結果は次の

とおりです（回収率 79％）。受講者は、女性

が全体の 26%と、昨年より女性の割合が増加し

たのが目立ちました。年代別で見ると、40代
が29%で最も多いですが、それ以外は10代か

ら70代まで幅広い世代の参加がありました。

特に今回、気象学会の裾野を広げるための試行

として高校生の参加を無料としたこともあり、

3名の高校生が参加してくれました。気象学会

員の割合は、昨年度よりはやや少なく、31％と

なりました。 
全体の 59％が京都府・大阪府・兵庫県の 3府

県からの参加でした（昨年は 60％）。今年も、

東京都、神奈川県、広島県、岡山県、鳥取県、

福井県など遠方からの参加もあり、近畿地方以

外からの参加が全受講生の33％を占めました。また職業別で見ると、学生が23%と最

多で、会社員と公務員がそれぞれ14%と11%、教員が20%と、年代とともに職業につい

ても、幅広く参加いただけた結果となりました。 
夏季大学を知ったきっかけは、昨年（27％）と同様に、予報士会などの電子メールが

26％で最も多くなりました。他に、気象学会機関誌「天気」が15%、気象学会関西支部

Web Pageが19%、気象学会関西支部ニュースが5%と、それぞれの広報の成果が表れた

結果となりました。今後も、複数の広報スタイルを維持していくことが重要と思われま

す。受講経験を見ると、今回初めて参加された方が全体の46％（昨年は47％）、2から

4回目の参加者が41％（昨年は34％）で、新規参加の割合は昨年とほぼ同じでした。 
参加した感想を尋ねると、講義数が「適当」と回答した受講生が9割以上と昨年同様

に非常に多い結果となりました。また、講義時間が「適当」と回答した受講生が82%と

昨年同様に多く、講義時間が「長い」と回答した割合は16％で、「短い」との回答は

2%でした。講義の難易度に関しては、「適当」と「わかりやすい」を合わせると全て

の講義で7割を上回りました。自由形式で書いてもらった講義の感想についても「こん
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なに充実した講義が受けられるなんて幸せ」など好意的な内容が多く、満足のいく夏季

大学を実施できたと考えております。 
今後取り上げてほしいテーマについては、「気象災害」を希望した割合が25％、

「天気予報」「気候変動」がそれぞれ13%と12％で、基本的に昨年とほぼ同様の傾向

でしたが、「気象災害」のテーマ希望が昨年より多かったのは、広島県での豪雨災害の

直後であった影響もあると考えられます。「雲物理」を挙げた方が9%と例年より多か

ったのも同様の理由かと思われます。 

今回のアンケート結果をもとに、関西支部では、多くの皆さんに満足していただける

夏季大学を企画していきたいと思います。来年度も多数の皆様のご参加をお待ちしてお

ります。 
 

○ 2014 年度第１回例会（近畿地区）、第２回例会（四国地区）、第３回例会（中国地

区）について 

・第1回例会（近畿地区） 

  開催日：2014年12月17日（水） 

  会 場：大阪合同庁舎第4号館 16階大会議室 

  発表申込締切：11月17日（月） 

・第2回例会（四国地区） 

  開催日：2014年12月19日（水）13時30分～2014年12月20日（土） 

  会 場：高知大学朝倉キャンパス 共通教育棟３号館2階325教室 

  発表申込締切：11月19日（水） 

・第3回例会（中国地区） 

  開催日：2015年1～2月を予定 

  会 場：未定 

詳細については、関西支部 HP のお知らせを参照してください。多数の参加をお願い

します。 
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○ メールアドレス登録のお願い 

関西支部ニュースは年3回（5月、10月、3月）発行予定で、2006年度から関西支部

ホームページに掲示して閲覧していただいています。支部ニュース発行、総会・年会・

例会などの開催通知等は支部全会員に E-mail で配信しています。まだ登録されていな

い会員の方は、会員氏名・番号、E-mailアドレスを関西支部事務局まで、ご登録いただ

くよう重ねてお願いします（関西支部の連絡先などは最初のページをご覧下さい）。 

 

○ 住所変更届のお願い 

機関誌「天気」などの発送は学会本部事務局の会員名簿に基づいて行っています。学

会事務局では会員の皆様の異動状況を早めに把握するように努めておりますが、把握漏

れがあった場合には旧勤務地（旧住所）に発送され、旧勤務地（旧住所）の方に転送等

の御迷惑をおかけすることになります。会員の皆様におかれましては、転勤等により勤

務地（住所）が変わった場合、会員登録情報の変更を速やかにお願いします。気象学会

HP の入会案内ページにある「会員登録情報の変更」を選択いただくと、オンラインで

変更の申請ができます。また、事務局本部にメールまたはFAXで直接ご連絡いただいて

も構いません。詳しくは、気象学会HPをご覧ください。 

 

※学会事務局 〒100-8122 東京都千代田区大手町1-3-4 気象庁内  

 TEL：03-3212-8341（内線.2546） FAX：03-3216-4401  

URL： http://www.metsoc.jp/ 

 

住 所 等 の 変 更 届 

・会員番号： № ・氏名： 

・旧勤務地（旧住所）：〒 

・新勤務地（新住所）：〒 
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○ （社）日本気象学会入会案内 

ホームページ： http://www.metsoc.jp/ 

 


